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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月11日(2013.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置であって、
　導通電圧とカットオフ電圧をゲート駆動回路にそれぞれ出力する導通電圧出力端とカッ
トオフ電圧出力端と、
　前記導通電圧出力端に結合し、前記導通電圧に前記カットオフ電圧に似る波形収差を生
じさせるように前記導通電圧に収差影響を印加する制御装置と、を備えることを特徴とす
るゲート駆動電圧制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置において、前記カ
ットオフ電圧に類似する波形収差を有する共通電圧を出力する共通電圧出力端を更に備え
ることを特徴とするゲート駆動電圧制御装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置において、前記制
御回路が前記導通電圧出力端と前記共通電圧出力端との間に設置されて両者を結合し、前
記導通電圧に前記共通電圧の収差が影響させるようにすることを特徴とするゲート駆動電
圧制御装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置において、前記制
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御回路が電気容量であることを特徴とするゲート駆動電圧制御装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置において、前記電
気容量の一端が前記導通電圧出力端と前記ゲート駆動回路とに接続し、前記電気容量の他
端が前記共通電圧出力端とゲート駆動回路とに接続することを特徴とするゲート駆動電圧
制御装置。
【請求項６】
　請求項３に記載の液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置において、前記制
御回路がRC回路であることを特徴とするゲート駆動電圧制御装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置において、
　前記制御回路が前記導通電圧出力端と前記カットオフ出力端との間に設置されて両者を
結合し、前記導通電圧に前記カットオフ電圧の収差が影響させるようにすることを特徴と
するゲート駆動電圧制御装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置において、前記制
御回路が電気容量であることを特徴とするゲート駆動電圧制御装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置において、前記電
気容量の一端が前記導通電圧出力端と前記ゲート駆動回路とに接続し、前記電気容量の他
端が前記カットオフ電圧出力端とゲート駆動回路とに接続することを特徴とするゲート駆
動電圧制御装置。
【請求項１０】
　請求項７に記載の液晶ディスプレイにおけるゲート駆動電圧制御装置において、前記制
御回路がRC回路であることを特徴とするゲート駆動電圧制御装置。
【請求項１１】
　液晶ディスプレイであって、請求項１に記載の液晶ディスプレイゲート駆動電圧制御装
置を備えることを特徴とする液晶ディスプレイ。
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